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四本足の鶏の話



この「四季」が生まれた背景

・夫（６０歳）は高校生物の教員をしている。
きっかけは、東大生でも鶏を正しく書けな

い子がいる、というレポートを読んで衝撃を
受けたこと。２０年前から新高校一年生の生
徒たちに、いきなり紙を配って鶏の絵を描か
せている。

・昨年は

１９６人中、３６人が３～６本足に。













今年は「パイナップル」に決定

なんでパイナップルか？
夫いわく「いま、スマホがあれば、なんで

も調べられる時代でしょ？ 興味があればど
うやって生えているかはわかるはず」
・今年の高校２年生へのお題は「パイナップ
ルはどうやって時生えているのでしょう」。

→正しく描けた生徒は４９人中２人（甘くみ
て）。









鶏の足、パイナップルの絵の総括

・フルーツパフェ、タピオカ、パンケーキが好
きでも、「食そのもの」「食べられるお店」に
興味はあるが、どうやってそれが作られている
のか、原材料の産地はどこか、誰がどうやって
作っているかにまで興味、関心がない。

→おいしかったら、それでよくね♪。テレビで
は「かわいい」「うまい」「おいしい」の連呼。

・食から農、作り手に関心が及ばない現実。



横展開したい「命の教育」



賛否が分かれた「命の教育」

教諭側「児童に悲しい思いをさせ
てしまった」

記事はヤフーニュースに配信され、
全国から賛否の声も

「あまりにも残酷。トラウマにな
る」「小学生には早すぎる」

「食べ物を粗末にしないという根
底にある大事な教育」など。

→正解がない、それが正解かも。



注目したい「乳幼児栄養調査」

厚生労働省が１０年に一度、調査するもの。

→着目したいのは「社会的経済要因に関する状
況」調査。

富裕層（ゆとりあり）、貧困層（ゆとりなし）
の食卓に上る食材にどのような変化があるのかを
調べたもので、有意差がみられた項目は多かった。

最新が２０１５年度なので、貧富の差がさらに
拡大しつつある現在においては、この傾向はさら
に顕著になっている可能性も。



経済格差は、食べ方にもろに影響する



ゆとりなしは野菜・果物は食べられない



ゆとりなしほど菓子パンとカップめん



人が育つ条件とは。

「子どもを育てること＝心を込めた手作りに他ならず、大
変手間のかかることです。その手間を省いて便利で楽な子
育てが流行しているところに、今日の子育ての非常に大き
な問題があります」

（「人が育つ条件」広木克行）

 子どもに早期教育をさせる→優秀な成績をとらせる→進
学校に行かせる→いい大学に進ませる→大手企業に入ら
せる→エリートにさせる→結婚させて、いい家に住ませ
る→それで本人は幸せなのか、豊かなのか？

それで自分らしい生き方ができるのか？

果たして、今もこの公式は成り立つのか。



本当の自分になるために。

「促成栽培的な子育てを商売にしている教育産業は、子どものこと
を思って一生懸命な親たちをねらって、次々と教育カリキュラムを
開発しています。（中略）人間の子どもたちに必要なのは、仲間と
遊ぶことなのです。そのためにこそ、子どもたちの回りには泥が
あって、水があって、砂があって、そして木や草がある。そんな自
然の環境が必要なのだと思います」（広木氏）

→農業には、子どもが育つすべての「装置」がそろっています。

命を育む農業は、混沌とした時代を「生き抜くたくましい力」を育
み、自己肯定感を高めるのではないでしょうか。



土に根差したＪＡの食農「共育」
＝可能性は無限大

瞬間チャージ、ながら食べ、ファストフード・・・

「現代の食事はあまりにも、車の給油に近いあり方に変化しつつありま
す」→食も農もあり方を考え直す時。

（藤原辰史『戦争と農業』）

環境に負荷をかける大量生産、大量消費、大量廃棄を見直し、

→適正に作り、まずは地域で分かち合い、末長く続く産地へ。

他者との競争ではなく協奏、共創。

→上から下への関係ではなく、フラットな関係性の構築。

農を介して親も子も共に育つ「共育」が大事ではないか。





土、太陽、水の教育力。



ＪＡだからできること。

 食と農業の架け橋として

①農業体験の提供、どろんこ体験の提供（これまで通り）

②直売所に併設した食堂があれば、そこで月１回でもいいの
で、JA版「子ども食堂」ができないか。

③残った野菜を、廃棄することなく、貧困家庭の子どもたち
に分かち合える仕組みをつくれないか。

→ＪＡのファンになってくれる可能性大。「ＪＡがあって助
かった」「ありがとう、ＪＡ」。ＪＡの見方が変わり、味方
が増える。地域に開かれたＪＡへ。



ご清聴ありがとうございました！

（記事や図、写真の無断複製転載を禁じます）


